
　主
語
が
省
略
さ
れ
や
す
い
古
文
に
お
い
て
、
登
場
人

物
が
多
彩
な
「
源
氏
物
語
」
は
高
校
生
に
と
っ
て
読
解

が
難
し
い
題
材
だ
。
し
か
し
、
岩
本
先
生
は
「
愛
情
や

嫉
妬
な
ど
、
高
校
生
も
共
感
で
き
る
テ
ー
マ
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
指
導
の
仕
方
次
第
で
深
い
読
み
が
生
ま

れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

山口県立大
おお

津
つ

緑
りょく

洋
よう

高校
◎ 2011年、山口県立大津高校、日

へ

置
き

農業高
校、水産高校の３校が統合し、普通科、農業
系学科、水産系学科を置く新設校としてスター
ト。３つの校舎で教育活動を展開する。ラグビー
を始め、部活動も盛ん。
◎設立（大津高校）　1903（明治 36）年
◎形態（大津校舎）　全日制／普通科／共学
◎生徒数（大津校舎）　1学年約100人
◎２０１６年度入試合格実績（大津校舎／現浪計）
国公立大は、筑波大、東京工業大、大阪大、
広島大、山口大、九州大などに 40人が合格。
私立大は、早稲田大、同志社大、立命館大、
関西大などに延べ１３８人が合格。
◎ URL（大津校舎）
http://www.ohtsu-h.ysn21.jp/

山口県立大
おお

津
つ

緑
りょく

洋
よう

高校
岩本隆行　いわもと・たかゆき　

教職歴 17年。
同校に赴任して１年目。生徒指導部。
アクティブ・ラーニングの実践は１年目になる。

11: 10 授業開始 授業
ハイライト

Ａ
Ｌ
の
意
義
の
理
解
と

学
び
合
い
の
楽
し
さ
が
、

古
文
の
世
界
の
情
景
を
豊
か
に
語
ら
せ
る

この日、最初に発表を行うグループは、授業が始まる前にあ
らかじめ板書を行った。岩本先生が教室に入ると、全員が
いったん着席し、65分間の授業がスタート。まず、「葵」前
段と「賢木」中段の音読を行う。日替わりのグループリーダー
が段落ごとに読み上げ、その後に続いてほかの生徒全員が
音読。この日は2回通読した。

●
普
通
科
の
１
年
生
「
国
語
総
合
」（
古
典
）
の
授
業
で
、

題
材
は
「
源
氏
物
語
」
の
「
葵
あ
お
い」「

賢さ
か

木き

」。
こ
の
日
は
、
習

得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
読
み
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
、

グ
ル
ー
プ
別
に
、
品
詞
分
解
や
現
代
語
訳
、
情
景
説
明
の
発

表
が
行
わ
れ
た
。（
P.

　

31
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

古典

実践

生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
原
動
力
に

深
い
心
情
理
解
に
挑
む

岩
本
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

主体的・対話的で
深い学びへ
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3
時
間
に
わ
た
る
グ
ル
ー
プ
で
の
品
詞
分
解
や
現
代

語
訳
を
経
て
、
4
時
間
目
と
な
る
こ
の
授
業
か
ら
、
登

場
人
物
の
心
情
理
解
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
発
表
へ

と
移
る
。
生
徒
た
ち
は
「
妊
娠
中
の
葵
の
上
は
体
調
が

優
れ
な
か
っ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル
の
光
源
氏
の

姿
を
見
ら
れ
な
い
の
は
悔
し
く
て
…
…
」
と
物
語
に
描

か
れ
る
情
景
を
示
し
、
屈
辱
、
絶
望
と
い
っ
た
登
場
人

物
の
感
情
を
文
中
の
重
要
語
句
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

　「
生
徒
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
登
場
人

物
の
置
か
れ
た
状
況
や
当
時
の
社
会
背
景
を
精
緻
に
予

習
し
、
発
表
し
ま
す
。
そ
れ
を
私
が
褒
め
る
の
で
、
生

徒
は
さ
ら
に
新
し
い
知
識
や
独
自
の
見
解
を
披
露
し
よ

う
と
、ま
す
ま
す
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
す
」

　
授
業
で
は
、原
則
と
し
て
品
詞
分
解
は
生
徒
が
行
う
。

生
徒
の
説
明
が
曖
昧
で
も
、
心
情
理
解
が
中
心
の
授
業

の
時
は
生
徒
の
集
中
を
遮
る
ほ
ど
細
か
く
は
補
足
し
な

い
。
単
元
終
了
時
に
、
文
法
事
項
を
ま
と
め
た
自
作
プ

リ
ン
ト
を
配
布
し
、知
識
の
整
理
を
援
助
す
る
か
ら
だ
。

　
部
活
動
や
地
域
活
動
で
の
主
体
性
を
教
科
学
習
で
も

発
揮
さ
せ
た
い
と
考
え
、
２
０
１
６
年
度
の
2
学
期
か

ら
本
格
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、Ａ
Ｌ
）

に
取
り
組
み
始
め
た
岩
本
先
生
。
教
師
か
ら
の
説
明
が

減
っ
た
代
わ
り
に
、生
徒
が
表
現
す
る
時
間
は
増
え
た
。

　「
イ
ン
プ
ッ
ト
型
学
習
は
変
わ
ら
ず
必
要
で
す
。
実

は
、
１
学
期
に
は
教
科
書
を
基
に
作
っ
た
プ
リ
ン
ト
で

徹
底
的
に
基
礎
固
め
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、

２
学
期
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
学
習
で
確
認
し
よ
う

と
し
た
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
１
年
間
を
通
じ
て
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
力
を
、
ど
ん
な
指
導
で
身
に
つ
け
さ
せ
る

か
見
通
す
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
イ
ン
プ
ッ
ト
型
学
習
の
充
実
を
重
視
す
る
岩
本
先
生

は
、
古
文
単
語
を
品
詞
別
に
分
類
、
整
理
す
る
「
語
句

ノ
ー
ト
」（
P.
　

30
参
照
）
を
生
徒
に
作
ら
せ
て
い
る
。

　「
ノ
ー
ト
は
適
宜
チ
ェ
ッ
ク
し
、
平
常
点
に
加
え
て

い
ま
す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
学
習
で
自
力
で
文
法
を
整

理
す
る
習
慣
が
つ
い
て
い
る
か
ら
か
、
ノ
ー
ト
は
全
員

し
っ
か
り
作
成
し
、
未
提
出
者
は
い
ま
せ
ん
」

■1年生「国語総合」（古典）年間指導計画
学期 教材 文法事項など 主な学習形態

１

中間 宇治拾遺物語・竹取物語 品詞・活用 インプット型 一斉授業

期末
伊勢物語 用言の活用

インプット型 一斉授業
漢文訓読 訓読の基礎

夏期課外 源氏物語 助動詞 インプット型 一斉授業

２

中間
伊勢物語 品詞分解 アウトプット型 グループ

学習

十八史略・戦国策 否定・禁止 インプット型 一斉授業

期末
土佐日記 品詞分解

アウトプット型 グループ
学習十八史略・戦国策 反語・使役

冬期課外 源氏物語 敬語 インプット型 一斉授業

３ 期末
十八史略・唐詩 抑揚・比較・詩形

アウトプット型 グループ
学習宇治拾遺物語・源氏物語 読解

＊岩本先生提供の資料を基に編集部で作成

11:22 11:18第1グループが発表開始 発表準備

最初のグループが発表。「技能面」「内容面」でプレゼンテーショ
ンの見通しを述べた後、注意すべき文法事項の整理、現代語訳、
情景説明と担当者が入れ替わりながら発表。特に、情景説明
では「みんなも恋しますよね？ 何か月も彼から連絡が来なかっ
たらどんな気持ちになりますか？」などと自分たちに引きつけな
がら語った。

最初に発表するグループが板書を再開。前の授業で発表の役
割分担は済んでいるため、作業は滞りなく進む。その間、ほ
かのグループの生徒は自分たちの発表の準備を行う。

イ
ン
プ
ッ
ト
型
学
習
で
生
じ
た
学
力
差
が

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
学
習
で
解
消
さ
れ
る

グループ発表が中心の授業は予習が大変ですが、その分、
深いところまで理解できますし、授業内容が頭に残るの
で、定期テストの勉強がこれまでよりも楽になりました。

生徒の
声
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
予
習
が
あ
た
り
前
の

今
、
表
面
的
な
解
釈
を
生
徒
に
求
め
て
い
る
限
り
は
、

知
識
の
定
着
や
読
解
の
深
さ
を
見
取
る
こ
と
は
難
し

い
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
普
遍
的
な
問
い
を
生
徒
に
投
げ

か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
岩
本
先
生
は
語
る
。

　「
内
容
を
理
解
し
た
気
に
な
っ
て
い
る
生
徒
が
『
そ

う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
…
…
』
と
再
び
考
え
始
め
る
よ
う

な
問
い
を
つ
く
る
の
が
教
師
の
役
割
で
す
。
そ
し
て
、

生
徒
の
言
葉
を
生
か
し
て
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
自
分
た
ち
の
言
葉
で
授
業
が
動
い
た
こ
と
を

察
知
す
る
と
、
生
徒
は
さ
ら
に
思
考
を
活
性
化
さ
せ
、

言
葉
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
岩
本
先
生
が
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
自
分
の

解
釈
や
感
動
を
、
生
徒
に
安
易
に
差
し
示
さ
な
い
こ
と

だ
。
例
え
ば
「
葵
」
で
は
、「
悔
し
」「
か
ひ
な
し
」
な

ど
片
思
い
に
苦
し
む
心
情
を
表
す
言
葉
が
出
て
く
る

が
、
そ
う
し
た
重
要
語
句
も
、
生
徒
に
過
去
の
経
験
と

リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
意
味
を
理
解
さ
せ
、
登
場
人
物
の

心
情
理
解
へ
と
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「『
気
に
な
る
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り
取
り
し
て
い
て
、

既
読
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
返
信
が
な
い
。
そ
ん
な
時

に
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
？
』
な
ど
と
、
生
徒
の
経
験

を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
作
品
に
向
き
合
わ
せ
る
よ
う
、

生
徒
の
表
情
と
自
分
の
言
葉
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
が
活
発

な
た
め
、
地
元
企
業
と
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
そ
の

成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
生
徒
が
多
い
。

さ
ら
に
、岩
本
先
生
が
担
任
を
務
め
る
１
学
年
団
で
は
、

Ｈ
Ｒ
活
動
な
ど
で
平
素
か
ら
人
間
関
係
構
築
を
目
的
と

し
た
体
験
型
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
教
科
外
活
動

で
生
徒
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
を
多
く
設
け
て
い

る
。そ
う
し
た
活
動
で
生
徒
が
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
が
、

Ａ
Ｌ
に
も
還
元
さ
れ
て
い
る
と
岩
本
先
生
は
考
え
る
。

　「
授
業
中
、
私
は
、『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ

ル
や
協
働
す
る
力
は
、
将
来
の
仕
事
や
大
学
で
の
学
び

生徒の「語句ノート」。新しい単語を品詞別に分類・整理し
ていく。自分が理解しやすい形でまとめさせるため、ノート
の書式は生徒によって様々。その分、チェックに時間がかか
るが、学習内容の理解や関心の度合いは読み取りやすい。

11: 42

次のグループが発表準備のための板書を開始。ほかのグルー
プは第１グループの発表を受けて、発表内容を改めて吟味し、
修正する。岩本先生はその様子を見守り、アドバイスする。

11:38

約15分で最初のグループの発表が終了し、質疑応答に入る。
岩本先生からは、発表した生徒たちに、登場人物の心情把握
は文法事項の正確な理解に基づくものかどうかを確認する質
問もなされた。そして、古文の心情説明には一見似つかわし
くない「ヒートアップ」といった生徒が発した言葉は、でき
るだけ生かしながら、より丁寧に情景を説明・補足していく。

第2グループが発表準備 質疑応答

Ａ
Ｌ
の
社
会
的
な
意
義
を

授
業
の
中
で
生
徒
に
語
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

友だち同士だから相談がしやすいです。説明が分からな
い時は正直に「分からない！」と言えるので、本当に自分
が理解するまで聞くことができます。

生徒の
声

生
徒
に
過
去
の
経
験
と

作
品
の
情
景
を
関
連
づ
け
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、大
学
入
試
で
も
武
器
に
な
る
』

と
繰
り
返
し
説
明
し
ま
す
。
教
師
が
Ａ
Ｌ
の
意
義
を
明

確
に
伝
え
る
こ
と
が
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
」

　
そ
し
て
、
生
徒
の
挑
戦
を
褒
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

岩
本
先
生
は
話
す
。

　「『
こ
の
板
書
は
美
し
い
』『
今
の
表
現
は
分
か
り
や

す
か
っ
た
』と
前
向
き
に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

生
徒
が
何
か
に
取
り
組
ん
だ
直
後
、
教
師
の
第
一
声
が

『
も
っ
と
こ
う
し
な
さ
い
』
だ
と
生
徒
は
萎
縮
し
ま
す
。

『
も
っ
と
上
手
に
伝
え
た
い
』『
自
分
な
ら
う
ま
く
伝
え

ら
れ
る
は
ず
』
と
い
う
意
欲
と
自
信
を
引
き
出
す
こ
と

で
、
生
徒
は
さ
ら
に
主
体
的
に
学
ん
で
い
き
ま
す
」

　
岩
本
先
生
に
と
っ
て
大
き
な
発
見
だ
っ
た
の
は
、
生

徒
同
士
の
教
え
合
い
が
多
く
な
る
と
、
１
学
期
に
生
ま

れ
た
学
力
差
が
縮
ま
っ
て
き
た
こ
と
だ
。
一
斉
授
業
で

は
理
解
が
追
い
つ
か
な
い
生
徒
も
、
生
徒
同
士
の
丁
寧

な
学
び
に
よ
っ
て
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
き
た
の
だ
。

　「
Ａ
Ｌ
を
始
め
て
か
ら
は
定
期
考
査
の
欠
点
者
も
ゼ

ロ
で
、
模
試
の
成
績
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
を
通

し
て
、生
徒
の
伸
び
し
ろ
の
大
き
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
徒
が
古
典
の
『
学
び
方
』
を
学
ぶ
中
で
、

教
科
の
枠
を
超
え
た
主
体
性
や
課
題
発
見
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
授
業
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

本文を音読する

文節や単語の区切り
を意識して音読するこ
とにより、正確な読
解につなげる。また、
楽しみながら音読す
ることで作品を読み
味わう。

• 技能
• 表現力

【教師】１回目は教師の範読の後に
生徒が音読。２回目は代表生徒の
後に全員が音読。３回目は全文を
生徒だけで音読。
【生徒】回数を重ねるごとに場面が
リアルに想像され、声質にも自信
が増してくる。

回数を重ねるごと
に朗読の質が上が
るように、よい点
を積極的に評価す
る。

楽しんで音読する
こと。

プレゼンテーションを
行う

グループ内でつくり込
んだ案を基に実践す
ることで、プレゼン
テーション力を高め
る。

• 技能
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 協働性

【教師】　教室の後ろに座り、ファシ
リテーターの役割（号令、進行、助
言）を行う。
【生徒】担当グループが順番に前に
出て、プレゼンテーションを行う。
自分たちが立てた「見通し」の下、
グループ内で板書や説明などの役
割を決め、独創的で説得力のある
プレゼンテーションを目指す。

プレゼンテーショ
ンが「見通し」に
向かっているかを
常に評価する。

分かりやすく説得
力のあるプレゼン
テーションである
こと。すな わち、
ほかの生徒たちの
立場になってプレ
ゼンテーションを
行えること。

プレゼンテーションを
受けて

各グループの読解を
検証し、

必要があれば
質問をして
読みを深める

ほかのグループの手
法を自分たちのプレ
ゼンテーションに生
かそうとする。また、
ほかのグループの発
表内容を自分たちの
読解内容と比較する
ことで、より深い理解
を目指す。

•思考力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【教師】教室の後ろに座ったままほ
かのグループから質問がないかを聞
く。また、必要があれば当意即妙
な質問を全体に投げかける。
【生徒】プレゼンテーションが終わっ
た後、時間を取り、各グループの読
解内容を検証する。ずれが生じれ
ば質問をし、読解を深める。

多くの意見や質問
により、議論が活
性化されるように
促す。また、必要
があれば質問を投
げかける。

ほかのグループの
プレゼンテーショ
ンの内容が、自分
たちの読解をさら
に深めることに役
立つこと。

すべてのグループの
プレゼンテーションが

終わった後、
振り返りを行う

全文の文法事項や現
代語訳を最終確認す
るとともに、自分たち
のプレゼンテーション
を振り返り、次の単元
へと生かそうとする。

•思考力
•主体性
• 多様性
• 協働性

【教師】各グループの取り組みを巡
視しながら、適宜声かけをする。
【生徒】グループ内で反省点を話し
合い、プレゼンテーションシートに
記入する。

グループの全員が
反省点を挙げるこ
とができるように
促す。

反省点を挙げるこ
とで自分たちのプ
レゼンテーション
を客観的に捉え、
次回のレベルアッ
プにつなげようと
すること。

＊岩本先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】国語総合・古典	
【分野・単元】古文	
【テーマ・作品】源氏物語

【設定時数】５時間中の４時間目	
【本時全体の目標】 本文を理解（品詞分解・現代語訳・心情理解）し、
プレゼンテーションを行う

教
科
学
習
を
通
し
て

未
来
を
切
り
開
く
力
を
養
う

成
果
と
課
題
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